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子どもの言葉から心の育ちを探る（⚑）
――相互的かかわりの中で動く子どもの心に着目して――
Exploring Mental Development from the Aspect of Children’s Words (1)
——Focusing on the Movement of a Children’s Mind in the Reciprocal Relationships ——
大 北 理津子＊
要 約
近年、非認知能力が人生に与える影響について関心が高まっている。その中でも特に重要となるの
が社会情緒的な力とされている。本稿では「他者と関係を作っていくコミュニケーション力」をその
要素の一つと捉え、子どもが「相手のことを思う言葉」から発達状況を推測し、心の育ちを探った。
その結果、心の理論に伴う役割取得の獲得過程にあることが考えられ、子ども同士のやりとりの中で
自他の視点の相互的な関連づけがなされていることが伺えた。また、この渦中で起こる自己内対話が
心の構造を作るとの視座も与えられた。
こうした子どもの発達過程を踏まえ、保育者の援助の在り方として、子どもが自分と向き合えるよ
うな問いかけ、相手の立場に立てるような投げかけ、また子どもの心的変化を把握した上での見守り
等が見出された。
キーワード：社会情緒的な力、相互的な関連づけ、役割取得
⚑．はじめに
平成29年（2018年）に告示された幼稚園教育要
領1)の前文には、「これからの幼稚園には、学校教
育の始まりとして、（中略）一人一人の幼児が、将
来、自分のよさや可能性を認識するとともに、あら
ゆる他者を価値ある存在として尊重し、多様な人々
と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊か
な人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となる
ことができるようにするための基礎を培うことが求
められる」と示されている。
これまで、よりよい人生や成功には認知能力の重
要性が指摘されてきたが、近年はむしろ非認知能力
の方がその影響が大きいのではないかとして注目を
集めている。その中でも特に重要となるのが社会情
緒的な力とされている。これは忍耐力、意欲、自己
効力感、信頼、共感、協調性、自尊心、自信など数
値化することができない内面の力を指し、心の土台
となる部分ともいわれる。これらの力を日々保育の
中で醸成しながら他者と共に生きる礎を築いてい
く、それが保育の現場に求められているといえよ
う。
興味深いことに、社会情緒的な力には自分や他
者、そして自他関係に関する発達が含まれ、それら
は互いに影響しながら育ちが進んでいくのだとい
う。筆者は保育現場で働いていた折、日々の保育実
践から子どもたちの「他者と関係を作っていくコ
ミュニケーション力」に関心を抱くようになった。
筆者が勤務していたのはキリスト教保育を行ってい
る幼稚園（2019年⚓月まで16年間勤務）で、園は神
様から命と個性を与えられた子どもたち一人ひとり
が「自分は愛されている存在である」と感じられる
保育の実践に努めてきた。そのかかわりの一つとし
て、筆者は小さな場面での丁寧なかかわりが受容感
となって積み重なることを大切にしてきた。「自分
は愛されている」という感覚が他者を受け入れ、関
係を築く土壌になるのではないかと感じていたから
である。援助方法を模索する日々ではあったが、子
どもたちが思いのくい違い等でぶつかり合う姿があ
りながらも、「相手のことを思う言葉」が生まれる
場面も目にしてきた。
本稿では「他者と関係を作っていくコミュニケー
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ション力」の一つとして、子どもが「相手のことを
思う言葉」からʠ今ʡの発達状況を推測し、心の育
ちを探る。同時に保育者としての援助の在り方を考
察する。
⚒．方法
20＊＊年、⚓月の⚕歳児クラスの保育記録より一
部を抜粋し、子どもの言葉にまつわるエピソードか
ら事例検討を行う。
⚓．結果
【保育記録】
・自由活動（室内での遊び）の片付け時に、⚓人
の女児A、B、Cが皆のロッカーを触っていた。
女児 D が「勝手に触らないで」と伝えたとこ
ろ、その様子を見ていた周囲の子どもたちが集
まってきて⚓人を責めるような声があがり始め
たために、⚓人が泣いた。
・この件に関してクラス全体で話し合った方がい
いと考え、筆者は事の経緯を両者から聞く場を
持った。⚓人がロッカーを触った理由は、「マ
ジックのキャップが連日見つからないので、今
まで探していない場所を探した」とのことで
あった。これに対して D は「みんなに知らせ
てからにすべきだった」と発言した。クラスの
子どもたちからも「そうだよ」などの声があ
がった。⚓人はその意見に正当性は感じるもの
の、受け入れるのに葛藤があるように筆者には
見受けられた。
・そこで筆者は D の意見を「なるほどね…そう
思ったんだね」と受け止めた。そして「⚓人は
クラスの道具を大切に思ってしたことだったん
だね？」と言葉をかけた。すると⚓人はうなず
いて更に泣き始めた。※C は「そうだよ！それ
なのにみんながいっぱい言う（責める）から悲
しいんだよ！」と言った。クラスの子どもも
やっと全容が分かり、また⚓人がなぜそこまで
泣くのかを理解したようだった。
・筆者は⚓人に「悲しい気持ち、よく分かったよ。
でも D の気持ちも分かる？」と尋ねた。⚓人
はおそらく、謝りを促されたと思ったのだろ
う。それまで黙っていた B が「D ちゃんにご
めんねと思うけど、みんなにいっぱいきつく言
われたから、悲しくて言えない」と泣きながら
口を開いた。事の経緯を聞いていて筆者自身、
両者が互いの思いを受けとめることを願い、子
どもたちもそれを察したのかもしれない。筆者
は子どもの中に流れる気持ちを大事にせず、先
を急いだ自分の言葉にʞしまったʟと思った。
・「⚓人にきつく言った人はいるのかな？」と全
体に尋ねると⚓分の⚑ほどが手を挙げた。「ど
んな言い方をしたんだろう？きつく言ったと思
う人はいる？」と聞くと数人が「言った」と口
にした。筆者はこの状況で自らの言動を認めた
ことに「そう思う？それはすごく大事なことだ
ね」と言葉をかけた。すると追いかけるように
「私も言った」「僕も言った」と声があがった。
自然に「①きつく言ってごめんね」と⚓人に対
して次々に言葉がかけられた。それは本当に心
がこもっていたように筆者は感じた。すると⚓
人はこの謝りの言葉がまだ続いている中で、泣
きながら「②いいよ。私たちも勝手にロッカー
見てごめんね。D ちゃんごめんね」と言った。
D も言葉を重ねるように「D もきつく言って
ごめんね」と言った。この言葉も心から言って
いるように見受けられた。
⚔．考察
4-1 事例の言葉で推測される子どもの思考や
内面の動き
①「きつく言ってごめんね」
・⚓人の行動の意図を知り、自分たちが表面的な行
動を見て責めたことを振り返った。
・ʞごめんねと言いたいけれど言えないʟのは、自
分たちのきつい言い方によって出てきた思いであ
ることに気づいた。
・自分たちとの関係の中で悲しい思いをしているこ
とを理解した。
②「いいよ。私たちも勝手にロッカー見てごめんね」
・きつく言ったことを認め、謝ってくれたことで許
そうと思った。
・その謝りの中には、自分たちの行動の意味や葛藤
する気持ちを理解してくれた、すなわち受けとめ
てもらえたと感じた。
・今度は自分たちも勝手に見たことを謝ろうと気持
ちが動いた。
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両者の関係の中で子どもたちの心が動いていくこ
とに注目したい。ʞきつく言ったʟとされる子ども
たちが、⚓人が泣いて訴える姿や言葉を受け、①
「きつく言ってごめんね」と口にしている。自分た
ちの行動を振り返ると同時に、それによって引き起
こされた⚓人の悲しみを理解したと考えられる。こ
の言葉を受けて、⚓人から②「いいよ。私たちも勝
手にロッカーを見てごめんね」の言葉が出てきた。
これは、きつく言った言動に対する単純な謝罪では
なく、自分たちの思いを理解してもらえたと感じた
からではないだろうか。受け入れられたことによっ
て、今度は自分たちが受け入れ、謝りたい気持ちに
至ったのだと思われる。互いに働きかける相互的か
かわりの中で、子どもたちの心が動いていく様子が
感じられる。また、筆者には、子どもたちが相手と
向き合いながら自分とも向き合っているようにも見
受けられた。
4-2 相手の気持ちの理解や推測
⚑）「心の理論」
①「きつく言ってごめんね」という言葉は、相手
の心中を理解した上で出てきたものと考えられる。
こうした目には見えない心の状態を理解するための
枠組みを「心の理論」という。これは心の働きや性
質に関する知識や理解のことである。他者の気持ち
を推測したり、他者の立場になって考えたりできる
のはこの理論を持っているためである。⚓歳児で
は、他者の行動を予測したり、説明することが可能
であり、すでに「心の理論」を持つとされ、かなり
早い年齢からその発達が始まり、徐々に発達してい
くとされている2)。木下（2018）3) は「『心の理論』
をもつことは、相手の行動を理解したり予測したり
するために必要であり、コミュニケーションの成立
に欠くことができない」と述べている。記録の子ど
もたちは⚕歳～⚖歳である。前述の内容から考える
と、その発達は進んでいると思われるものの、獲得
過程にあるともいえる。今回のエピソードでは担任
も一緒に話し合い、援助として経緯の整理や気持ち
の言語化などを行った。「自分の気持ちを伝える」
「相手の気持ちを知る」という橋渡しが、「心の理論」
の獲得過程にある子どもたちの一助になっていたの
ではないかと振り返る。
⚒）「心的語彙の獲得」
長田（2018）4) は「心的語彙の獲得は、自分や他
者の心の理解に関するさまざまな側面と関連すると
考えられている」といい、例として「『うれしい』」
『悲しい』などの感情を表すことば、『～したい』『ほ
しい』などの欲求を表すことば、『思う』『知る』『考
える』などの認知過程を表すことば」をあげた。ま
た、遠藤（1998）5) は「心的語彙および概念が獲得
されると、言葉を通して相手の内的状態を打診し、
また相手から発せられる言葉を手がかりに、自身の
内的状態を自覚することも可能になろう。自他理解
の側面に、かなり中核的な役割を果たすものと考え
られる」と述べている。※ C の言葉「そうだよ！
それなのにみんながいっぱい言う（責める）から悲
しいんだよ！」にはこの心的語彙が含まれており、
見えない相手の胸の内を推し量る一要素となったと
考えられる。同時に、泣いて訴える姿やその後の B
の言葉も聞き、考察4-1①自分の行為を振り返った
り、自分の言動が相手にどのように影響しているか
を理解するに至ったのではないだろうか。この時お
そらく「相手に悲しい思いをさせた」という気持ち
が生まれており、「自身の内的状態の自覚」に繋がっ
たのではないかと推測される。
⚓）「役割取得能力」の発達
「心の理論」に関連して、「役割取得能力（role
taking ability）」についてあげる。これは、相手の
立場に立って心情を推しはかり、自分の考えや気持
ちと同等に他者の考えや気持ちを受け入れ、調整
し、対人交渉に生かす能力のこと6)である。セルマ
ン（Selman, R.L.）は役割取得能力の発達を、表⚑
のようなレベル⚐～⚔の段階に分けている。
幼児期は主にレベル⚐に該当し、自分の視点と他
者の視点を区別することが難しいとされている。同
じものを見たり、同じ出来事を経験したりしても、
自分と他者の感じ方や考え方が異なることに気づか
ない。今回の事例と照らし合わせると、年齢の枠組
みにおいては子どもたちは「レベル⚐：自己中心的
役割取得」から「レベル⚑：主観的役割取得」に該
当する。しかしながら、⚓月は就学を間近に控えた
時期であり、個人差はあれど「レベル⚑」の段階の
子どもが多い。筆者が関心を抱いたのは、年齢の枠
組みでは「レベル⚑」の段階ではあるが、子どもた
ちの言動には「レベル⚒」の「他者の立場に立って
考える」兆しが感じられることである。独自の表で
示すと表⚒のようになる。「レベル⚑：主観的役割
取得」と「レベル⚒：二人称相応的役割取得」をつ
⚒ 校
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なぐ要素となったものは何だったのだろうか。
4-3 「役割取得」に関連する事例の分析
⚑）各場面の子どもたちの視点や内的状況の推察
表⚓は事例を流れに沿って区切り、「自分と他者
の視点」をベースに子どもたちの視点や内的状況を
推測したものである。子どもたちの言動には筆者の
援助も影響していることを踏まえ、「保育者の援助」
として書き入れた。また、この時の子どもたちの関
係性を考えて「他者の視点」を「相手の視点」と置
き換えている。太枠内が子どもたちに関する記載で
ある。
序盤の⚑～⚔と⚖でのそれぞれの言動は、「自分
の視点」のみ、もしくはその傾向が強いといえる。
⚗、⚘では話し合いの中で相手の理由を知ったもの
の、あくまでも相手の視点は「聞いた」状態に留ま
り、自分の視点で意見を述べている。⚙は「相手の
視点」と「自分の視点」のぶつかり合いによって⚓
人にとっては理解を得難い状態となり、葛藤が生ま
れている。この序盤は表⚒の「レベル⚑：主観的役
割取得（自分と他者の視点が異なることに気づいて
いるが、相互に関連づけることができない）」の状
態と見ることができる。
中盤に入ると少しずつ変化が見え始める。クラス
の子どもたちは11～13のやりとりによって⚓人の行
動に内包される思いを知った。もしかすると
ʞキャップを探していたのは「自分を含むクラスみ
んな」のためʟと自分と関連づけた子どももいたか
もしれない。そのみんなから責められている⚓人の
心的状態に気づいた可能性がある。この時筆者は、
クラスの子どもたちに思慮が漂う表情を感じた。そ
れは、相手の視点への気づきと理解の始まりだった
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表⚑ 役割取得能力の発達過程
（Selman，1976；清水，2018による）
レベル 概要
レベル⚐
自己中心的役割取得
（⚓～⚕歳）
自分と他者の視点の区別ができない。
自分の視点に中心化してしまう。
レベル⚑
主観的役割取得
（⚖～⚗歳）
自分と他者の視点が異なることに気づいているが、相互に関連づける
ことができない。
レベル⚒
二人称相応的役割取得
（⚘～11歳）
他者の立場に立って考えることができる。自分と他者の視点を相互に
関連させることができるが、継時的であり、同時的には関連させられ
ない。
レベル⚓
三人称的役割取得
（12～14歳）
自分と他者の両方が、同時に相手の立場に立って考えることができる
ということを理解している。第三者的視点から、自分と他者の視点を
考えることができる。
レベル⚔
一般化された他者としての役割取得
（15～18歳）
多様な視点が存在する状況の中での自分自身の視点を理解するように
なる。社会の各個人が、他者を理解したり、他者と意思の疎通をする
ために、一般的他者の視点を共有していることを理解している。
出所：内田伸子編 2018 よくわかる 乳幼児心理学 ミネルヴァ書房 p. 135
表⚒ 今回の事例における役割取得能力の分析
レベル 概要 今回の事例での姿
レベル⚑
主観的役割取得
（⚖～⚗歳）
自分と他者の視点が異なるこ
とに気づいているが、相互に
関連づけることができない。
正当性を主張するぶつか
り合い。
ここをつなぐ要素と
なったものは何か
レベル⚒
二人称相応的役割取得
（⚘～11歳）
他者の立場に立って考えるこ
とができる。（後略）
「①きつく言ってごめん
ね」と相手の気持ちを理
解し、歩み寄ろうとした。
前掲の表⚑を基に筆者が作成
⚒ 校
子どもの言葉から心の育ちを探る（⚑）
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表⚓ 各場面の子どもたちの視点や内的状態の推測⑴
〇序盤
各場面 子どもたちの視点や内的状態の推測
1 自由活動（室内での遊び）の片付け時に、⚓人の女児A、B、Cが皆のロッカーを触っていた。
自分の視点
2 女児Dが「勝手に触らないで」と伝えた。 自分の視点
3 その様子を見ていた周囲の子どもたちが集まってきて⚓人を責めるような声があがり始めた。
自分の視点
4 ⚓人が泣いた。 責められたことに対しての悲しみや困惑
5
【保育者の援助】
この件に関してクラス全体で話し合った方がいいと考
え、筆者は事の経緯を両者から聞く場を持った。
【援助の背景や意図】
経緯を整理し、互いの思いの伝え合うことが必要と判断
した。また、この時期の子どもたちの関係と育ちを考
え、クラス全体での話し合いにした。
6
⚓人がロッカーを触った理由は、「マジックのキャップ
が連日見つからないので、今まで探していない場所を探
した」とのことであった。
自分の視点
7
これに対して D は「みんなに知らせてからにすべき
だった」と発言した。
相手の視点 ＋ 自分の視点 ⇒ 自分の視点
⽿
⾇
⾇
⾀
理由を聞いて相手の視点と自分の視点がある状態｡⾁⾇
⾇
⾂発言には自分の視点が強くが感じられる。
8 クラスの子どもたちからも「そうだよ」などの声があがった。
相手の視点 ＋ 自分の視点 ⇒ 自分の視点
9 ⚓人はその意見に正当性は感じるものの、受け入れるのに葛藤があるように筆者には見受けられた。
相手の視点 + 自分の視点 ⇒ 葛藤
〇中盤
各場面 子どもたちの視点や内的状態の推測
10
【保育者の援助】
そこで筆者は D の意見を「なるほどね…そう思ったん
だね」と受け止めた。
【援助の背景や意図】
Dの意見として尊重した。
11
【保育者の援助】
そして「⚓人はクラスの道具を大切に思ってしたこと
だったんだね？」と言葉をかけた。
【援助の背景や意図】
⚓人の行動の意味づけをした。
正当性を感じながらも受け入れられない要因がどこ⽿⾇
⾇
⾇
⾀
にあるのかを推測し、自分たちでも整理できていな
⾁
⾇
⾇
⾇
⾂いと思われる内容を言語化した。
12 すると⚓人はうなずいて更に泣き始めた。 内的状態の自覚化ともいえる状態によって、感情が高ぶった。
13 C は「そうだよ！それなのにみんながいっぱい言う（責める）から悲しいんだよ！」と言った。
内的状態の自覚を言語化した。
14 クラスの子どももやっと全容が分かり、また⚓人がなぜそこまで泣くのかを理解したようだった。
相手の視点への気づきと理解が始まる。
15
【保育者の援助】
筆者は⚓人に「悲しい気持ち、よく分かったよ。でも
Dの気持ちも分かる？」と尋ねた。
【援助の背景や意図】
⚓人が自分たちの気持ちをある程度表現でき、クラスの
子どもたちも⚓人に対する理解が始まったと感じた。そ
こで悲しいという気持ちを受け止めた上で、D の立場
にも立てるよう言葉をかけた。
16
⚓人はおそらく、謝りを促されたと思ったのだろう。そ
れまで黙っていた B が「D ちゃんにごめんねと思うけ
ど、みんなにいっぱいきつく言われたから、悲しくて言
えない」と泣きながら口を開いた。
相手の視点への理解 ＋ 自分の視点 ⇒ 自己主張
⽿
⾇
⾇
⾀
Dの立場に立って考え始めているが、「みんなにき⾁⾇
⾇
⾂つく言われた」ことで折り合いがつかない状態。
17
【保育者の思い】
事の経緯を聞いていて筆者自身、両者が互いの思いを受
けとめることを願い、子どもたちもそれを察したのかも
しれない。筆者は子どもの中に流れる気持ちを大事にせ
ず、先を急いだ自分の言葉にʞしまったʟと思った。
【援助の背景や意図】
※5-2 援助の振り返り②にて考察する
可能性もある。
加えて16の B の言葉「D ちゃんにごめんねと思
うけど」の言葉にも注目したい。B は D の「みん
なに知らせてからにすべきだった」という意見を受
けて自分を振り返ったのだろう。これは同時に D
の視点への理解も意味し、自分の行為と D の気持
ちを関連づけていることが伺える。ここで B の言
葉を「自己主張」としたのは、前述から「自己の視
点」とは質が違うと感じたからである。ここまで B
は口を閉ざしており、発言時は勇気を振り絞る様子
が見受けられた。自分の気持ちを整理して言葉で伝
えられたことに、Bの成長を感じた。
終盤では中盤で見え隠れする「自分との関連づ
け」を土台とし、子どもたちの捉え方・考え方に更
に変化が出てくる。その⚑つが20「きつく言った
か」を自分自身と向き合って考える姿である。自分
の言い方が相手に影響を与えたのではないかと、相
互の関連づけがなされ始める。「きつく言ってごめ
んね」の言葉は、相手の立場に立って考えたからこ
そ出てきたものではないだろうか。「レベル⚒：二
人称相応的役割取得（他者の立場に立って考えるこ
とができる）」の萌芽と捉えることができる。
ここまで、各段階でその特徴と移り変わりを見て
きた。その結果、「レベル⚑：主観的役割取得」が
「レベル⚒：二人称相応的役割取得」へと移行する
には自他の視点の関連づけが鍵と捉えることができ
た。その中で見出されたことは、この関連づけには
「相手の視点」が「相手への理解」へ至ると考えら
れることである（図⚑）。
事例では、「自分の視点」と「①相手の視点」が
存在するところから始まる。相手の考えや理由を聞
くことによって「②相手の視点への気づき」となり、
その気づきを踏まえて「③相手の立場に立つ」とな
り、それが「④相手への理解」へと進んだことが汲
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表⚓ 各場面の子どもたちの視点や内的状態の推測⑵
〇終盤
各場面 子どもたちの視点や内的状態の推測
18
【保育者の援助】
「⚓人にきつく言った人はいるのかな？」と全体に尋ね
ると⚓分の⚑ほどが手を挙げた。
【援助の背景や意図】
自分の言動を振り返って考えることができるように言葉
をかけた。
19
【保育者の援助】
「どんな言い方をしたんだろう？きつく言ったと思う人
はいる？」と聞くと
【援助の背景や意図】
具体的にどのような言い方をしたかを思い出し、自分を
客観視できるように投げかけた。
20 数人が「言った」と口にした。 相手の視点の理解 ＋ 自分との向き合い（内省）
21
【保育者の援助】
筆者はこの状況で自らの言動を認めたことに「そう思
う？それはすごく大事なことだね」と言葉をかけた。
【援助の背景や意図】
⚓人の行動に不快感を招く要因があったことに変わりは
ない。けれどもその中で相手の立場に立った理解に努
め、自分はきつく「言った」と口にしたことを認めた。
22
すると追いかけるように「私も言った」「僕も言った」
と声があがった。
「きつくいった」と口にした友だちを筆者が認めたこと
で、どちらか迷っていた子どもも声を上げたものと思わ
れる。また、その場の雰囲気によって声をあげた子ども
もいると考えられる。
23
自然に「①きつく言ってごめんね」と⚓人に対して次々
に言葉がかけられた。
【保育者の思い】
それは本当に心がこもっていたように筆者は感じた。
相手の立場の理解 ＋ 自分との向き合い
⇒ 謝りの言葉へ
24
すると⚓人はこの謝りの言葉がまだ続いている中で。泣
きながら「②いいよ。私たちも勝手にロッカー見てごめ
んね。Dちゃんごめんね」と言った。
相手からの理解と受容 ⇒ 謝りの言葉へ
⽿
⾇
⾇
⾀
自分たちに対する理解と受け止めがなされたことで⾁⾇
⾇
⾂気持ちが整理され、謝った。
25
D も言葉を重ねるように「Dもきつく言ってごめんね」
と言った。この言葉も心から言っているように見受けら
れた。
相手の立場の理解 ＋ 自分との向き合い
⇒ 謝りの言葉へ
「①相手の視点」➡ ②「相手の視点への気づき」➡ ③「相手の立場に立つ」➡ ④「相手への理解」
図⚑ 「相手の視点」が「相手への理解」へと至る過程
み取れる。更に、この「④相手への理解」が「相互
の関連づけ」へと至っていた。そして、このプロセ
スの中に自分との向き合い、いわゆる自己内対話の
ようなものが起こっている（図⚒）。
⚒）「自己内対話」
例えば16の場合は「相手の視点への理解」＋「自
分の視点」→「自己主張」の構図が見られる。ʞD
に申し訳ない気持ちはあるが、みんなから責められ
たことで「悲しくて言えない」ʟがBの状態である。
ʞD に謝ろうʟとする気持ちと、ʞ自分も傷ついて
いるʟ⚒つの自分があり、その狭間で問答したと推
測される。自己内対話は頭の中で自分自身と会話す
ることであると言われているが、加藤（2012）7) は
この能力を自身の観点で「⚒つの自我世界を統一し
ながら自己決定する人間的能力」と述べている。⚒
つの自我世界とは「自我（自己主張）」と「第二の
自我（社会的知性）」を指す。一般的に社会的知性
とは他者の感情を共感的に読み取って行動していく
能力のことであり、人間関係を円滑に作っていく上
で欠かせない能力といわれている。加藤は幼児期が
この⚒つの自我世界を大きく育て、その過程で⚒つ
をつなげる力を獲得する時期であると述べている。
B の状態に当てはめると、ʞD に謝ろうʟとする気
持ちが「第二の自我」であり、ʞ自分も傷ついてい
るʟのが「自我」となる。また、23の「きつくいっ
てごめんね」と言った子どもたちにおいても⚒つの
自我の間で対話が起こっていると思われる。加藤8)
は「この自己内対話の力を獲得していく過程が、人
間として生きていくための『心』の構造を獲得して
いく過程にほかならない」と強調している。事例の
全てのやりとりが終わった時、筆者は子どもたちが
何かを越えたような、子どもたちの中に何かが生成
されたような感覚を覚えた。事例からはかなりの年
月が経過しているが、今でも鮮明に記憶している。
それは、「心」の構造が一つ獲得された印だったの
かもしれない。
自己内対話は自己との向き合いであると同時に他
者との向き合いでもあるとも受け取ることができ
る。「レベル⚑：主観的役割取得」が「レベル⚒：
二人称相応的役割取得」へと移行していく際の一要
素といえるのではないだろうか。
⚕．保育者の援助
事例の分析から相手の気持ちの理解や推測には
「心の理論」が働いており、その中には自他の視点
の「相互の関連づけ」や「自己内対話」が起こって
いることが分かってきた。こうした子どもの発達状
況に対して、保育者の援助はどうあるべきだったの
だろうか。筆者自身の援助を振り返りながら、より
よい援助の在り方を探っていきたい。今回は⚒場面
について考察する。
5-1 援助の振り返り①（場面11）
11で筆者は「⚓人はクラスの道具を大切に思って
したことだったんだね？」と行動の意味付けをし
た。⚓人が D やクラスの子どもたちから⚗「みん
なに知らせてからロッカーを探すべきだった」との
意見を受け、正当性を感じながらも受け入れるのに
葛藤があるように見えた場面である。感情が入り交
じり、言いたいことはあるが言語化できない様子で
あった。
この頃、クラスではマジックの扱いが課題の一つ
となっていた。キャップの紛失でペン先が乾燥し、
書けなくなるからである。幾度となくクラス全体で
話し合い、キャップの必要性と扱い方、物を大切に
する意識について子どもたちと考え合う場を持って
いた。⚓人がみんなのロッカーを勝手に触ったこと
を非難されるのは仕方がないであろう。しかし、こ
うしたクラスでの経緯が⚓人の行動に結びついたの
ではないかと筆者は予想した。筆者のかけた言葉に
⚒ 校
子どもの言葉から心の育ちを探る（⚑）
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①「相手の視点」➡ ②「相手の視点への気づき」➡ ③「相手の立場に立つ」➡ ④「相手への理解」➡
⑤「相互の関連づけ」
（自己の視点と相手の視点）
図⚒ 「相互の関連づけ」への過程と「自己内対話」の発生
ここで自己内対話が起こっている
⚓人はうなずき、堰を切ったように泣き始めた。そ
して C が「そうだよ！それなのにみんながいっぱ
い言うから（後略）」と言った。しかし、この意味
付づけは本当に⚓人の真意だったのだろうか。半ば
弁護するような内容でもある。多数の友だちから行
動を否定されて感情や思考が混沌としているように
思えたので、一端⚓人を共感をもって受容した方が
良いのではないかと判断した。11「⚓人はクラスの
道具を大切に思ってしたことだったんだね？」には
こうした筆者の主観的な思いが投影されていたよう
にも思う。
もしここで、「なぜそこまでしてキャップを探そ
うと思ったのか」と問いかけていたら、どのような
答えが返ってきたのだろうか。しかし、まだこれで
も筆者の「クラスの道具を大切に思って」に繋げよ
うとする意図が入る。⚓人はロッカーを勝手に触る
ことへの抵抗感がなかったようにも見えたので、自
分のロッカーを勝手に触られることを D やクラス
の子どもたちがどう感じているか、また⚓人は自分
が逆の立場だったらどうかを尋ねることも一つの方
法だったであろう。先程の役割取得能力の発達状況
を考えると、相手の立場に立つ（自分に置き換える）
機会を作ることで、理解できることが広がる可能性
もあった。
5-2 援助の振り返り②（場面15～17）
11の筆者の言葉を自分の内的状況として、Cは13
「クラスの道具を大切に思ってしたことなのに、み
んなに責められるから悲しい」との主張をした。筆
者はこの段階で⚓人が自分たちの気持ちをある程度
表現し、⚓人に対するクラスの子どもたちの理解が
始まったと感じた。そして今度は⚓人が D の立場
に立つことができるのではないかと考えた。そこ
で、15「悲しい気持ち、よく分かったよ。でも D
の気持ちも分かる？」と声をかけた。すると、それ
まで黙っていた B が16「D ちゃんにごめんねと思
うけど、みんなにいっぱいきつく言われたから、悲
しくて言えない」と泣きながら口を開いた。この言
葉を聞いた時に、筆者は17ʞしまった（先走ってし
まった）ʟと感じた。筆者が思うほど、B の心の中
は整理できていなかったのである。
筆者は「ごめんね」の言葉を求めたわけではない。
しかし、互いに受け止め合うことは願っていた。見
方によれば、「Dの気持ちも分かる？」と尋ねたこ
とで16「D ちゃんにごめんねと思うけど、みんな
にいっぱいきつく言われたから、悲しくて言えな
い」という心の内が出てきたとも受け取れる。確か
にこの言葉をきっかけに、クラスの子どもたちの中
では相互的な関係づけがなされていった。しかし、
Bの心中は、Dに謝ろうとする気持ちよりも、自分
たちが非難されたことへの傷つきの方が大きかった
のである。その心を修復し、一歩先へ進めるもの、
それはまず自分たちへの謝りであった。
ただし、この Dの言葉は慎重に捉えたい。「自分
の思いをしっかりと出せた」ともとれる一方で、自
己中心性が強いという見方もできるからである。個
人の性格、発達、その時の仲間関係や起こった時の
状況など様々なことが関係する。それを見極めた保
育者の対応が肝要となるであろう。今回の B に関
しては、日頃全体の場でそれほど口数が多くないこ
とを踏まえ、自己主張として肯定的に捉えた。
もし15で筆者が何も言わなければ、どうなってい
たのだろうか。14において、D を含むクラスの子
どもたちは「相手の視点への気づきと理解が始まっ
た」と推測される。もしかすると、クラスの子ども
の中から何か発言する子どもがあったかもしれな
い。⚓人の中から言葉を続けた子どももあったかも
しれない。筆者の言葉がなくても、自己内対話をし
ながら、子ども同士で表⚒の③「相手の立場に立つ」
→④「相手への理解」→⑤「相互の関連づけ」へと
進んだかもしれないと思うのである。この段階での
子どもたちの発達を考えると、意味づけや相手への
理解を促すよりも、物事の見方の変換や、考える時
間の提供（見守り）が必要だったのではないだろう
か。
5-3 援助の振り返り③（⚒場面を通して）
筆者の反省としてあげられることは、自身の主観
的な言葉かけである。子どもが自分と向き合えるよ
うな問いかけや相手の立場に立てるような投げか
け、また子どもの心的変化を把握して見守る、と
いった配慮が十分ではなかった。「自己の視点」を
「自己の理解」に至るようにすること、「自己の理解」
と共に「相手への理解」がなされていく状況を作る
ことが子どもにとって意味ある援助だったのではな
いだろうか。それは自己内対話を支える働きかけ、
と言い換えられるかもしれない。
聖 和 短 期 大 学 紀 要 第⚖号 2020
【T：】Edianserver/【聖和短期大学】/聖和短期大学紀要/第⚖号/
大北理津子 ⚒ 校
― 8 ―
⚖．まとめ
「他者と関係を作っていくコミュニケーション力」
の一つとして、子どもが「相手のことを思う言葉」
からʠ今ʡの発達状況を推測し、心の育ちを探って
きた。この過程を通し、子ども同士がやりとりを重
ねる中で、自分の視点と相手の視点の相互的な関連
づけがなされていったことが伺えた。また、渦中で
起こる自己内対話が心の構造を作るとの視座も与え
られた。今回導き出される心の育ちは、正当性を主
張するぶつかり合いの中で相手の気持ちを理解し、
歩み寄ろうとしたことと考えられないだろうか。
事例で見られた子どもたちの言動は、心の理論を
獲得している、または、その過程にあるからこその
姿と捉えられる。相手の立場に立てるからこそ自分
の気持ちとの間で苦しむのだろう。こうした子ども
の発達過程や内的状況を丁寧に汲み取りながら、
「他者と共に生きる自己」を育むことが保育者の役
割であるようにも思える。子どもの心と対話するよ
うなかかわりを模索する必要がある。
⚗．おわりに
本稿では子どもの言葉から心の育ちを考えるに際
し、相互的かかわりに焦点をあてた。その中で、改
めて気づかされたことがある。それは、主体として
の自己の育ちである。他者とのコミュニケーション
には自己の確立が不可欠である。この自己は、受け
止められる環境があってこそ豊かに育まれるもので
もある。受容的雰囲気や応答的かかわりがその育ち
に大きな影響を与えるのではないだろうか。
保育は子どもを「保護」し「育てる」、いわゆる
養護と教育が一体となった営みである。幼稚園では
養護という言葉を用いることは少ないが、受容、共
感、応答的関わり、自己肯定感や信頼関係を育むな
ど、養護的側面が子どもとかかわる上での基盤と
なっている。こうした側面がキリスト教保育のまな
ざしと深く結びついていることを感じさせられた。
これは保育のあらゆる場面に織り込むことができ
る。社会情緒的な力の一部に関して、キリスト教保
育だからこそ深く育むことのできる部分があるとさ
え思えるのである。
今回、詳しく取り上げることのできた子どもの言
葉はわずかであった。また、「役割取得能力」の中
でも自他の関連づけを狭義に捉えた可能性も少なく
ない。役割取得能力についての理解とその援助に対
する知見を得ながら、今後も他の事例において様々
な子どもの言葉に目を向け、幼児期の心の育ちとの
関係を探っていきたい。
〈付記〉
本論文は日本保育学会第72回大会でのポスター発表「子
どもの言葉から心の育ちを探るⅠ」（大北理津子）をもと
にしている。
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